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M を中点とする線分の両端が、辺 CAAB, 上にあるとする。 

)10,10(, ≦≦ qpACqAQABpAP  とすると、 PQの中点は 
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qp, は独立に変化するため、辺 CABCAB ,, の中点を、 FED ,, とすると、 

M の存在範囲は、右図の通り。両端を除く線分 EFDE, 上を含む。 

 

同様に、M を中点とする線分の両端が、辺 BCAB, 上にあるとき、 

M の存在範囲は、平行四辺形 BDFE の内部と、両端を除く線分 EFDF, 上である。 

 

M を中点とする線分の両端が、辺 CABC, 上にあるとき、 

M の存在範囲は、平行四辺形CEDFの内部と、両端を除く線分 DFDE, 上である。 

 

3 つの平行四辺形 CEDFBDFEADEF ,, の共通範囲は、△DEFであるから、 

M が頂点を除く△DEFの内部および外周上にあるとき、題意の線分は 

3 本引ける。 

M がそれ以外の場所にあるとき、題意の線分は 1本引ける。 

 

 

※M の存在範囲に、△ ABCの外周は含まないとして解答した。 
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